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はじめに

日本とベ トナムとの交流といえば、たいへん漠然としたイメージしか浮かばないと思うが、実

は、20世紀初頭、 目本の明治末期一大正時代、ベ トナムはフランス植民地下にあったが、両国の

間は書物 を通 じて、静かで、ひそかな交流があったのだ。書物を通 じてといっても言語の異なる

両国がいかにして交流をはか り得たのだろうか。媒介 したのは漢書である。

19世紀後半、西洋の衝撃 にまともに対面 し、東アジア諸国のなかで、いち早 く近代化のさきが

けをなしたのは、いうまでもなく日本であった。明治 日本の知識人は、ヨーロッパの近代文明を

とりいれようと、語学 を学びながら欧米諸学術を日本語に翻訳、紹介に心がけた。これらの書物

は、「東学」(日 本を学ぶ)を 唱えた中国の啓蒙家梁啓超(1873-1929年)を はじめとする日清戦

争以降日本に留学、もしくは亡命 していた中国改良派の人々によって中国語に再翻訳され、中国

本土へと紹介された。

当時ベ トナムと中国はともに西力東漸の怒濤に脅かされ、中国は清仏戦争によってベ トナムの

宗主権をフランスに譲ったものの、越中の文化関係は深 く、綿々と、人、文物ともに絶え間ない

往来がつづいていた。

ベ トナム人 と漢字のかかわ りは古 く、八百余年もの間(1075-1919年)、 ベ トナムは科挙制度

を実施 していた。この官吏登用の資格試験の受験:者は、合格するためにはおびただしい量の漢文

の知識が必須であった。その結果生れた漢文の読み書き自由なエリー トたちは、西洋の近代科学

や社会思想が日本語の著訳書から中国語に重訳、紹介された、いわゆる 「新書」の読み手にもなっ

た。漢文が読めることは、試験のために読む古典の類だけでなく、こうして、新 しい西洋の思想

やそれを表現 しようとする和製漢語 との出会いをも知 らずにはたしたといえる。

ところが、1919年 にベ トナムで科挙制度がついに終わりを告げると、漢字や漢文、漢字から派

生的に考案された文字であるチュノム(字 喃chunom)は ベ トナムの学校で一般カリキュラム

からはずされた。そこで、すでに一部の人に使われていたクォク ・グゥ(「国語」qUOC-ngU、 ベ

トナム語を表記の簡易なローマ字で表わしたアルファベ ット)が 国字として採用されたのは当然

といえば当然であるが、他方、教養としての漢文の存在理由は急速におとろえ、またた く間に漢

籍は姿を消 してしまった。

和製漢語のベ トナム語への転用過程を調べてみると、第一段階は、明治期の翻訳、著述書から

中国語の 「新書」へ、第二段階は 「新書」からベ トナム語のクォク ・グゥへ、いわば 「中継文化

交流」である。第一段階についてはすでに研究されているので、要点を述べることにとどめ、第

二段階に焦点をあてて、人文科学、社会科学、及び科学技術にわたって、現代ベ トナム語に借用
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された和製漢語を紹介 したい。最後に、遅ればせなが ら、 ドイモイ(刷 新)政 策で近代化を計ろ

うとする現在のベ トナムを、漢字文化圏という観点からみてみたいと思う。

和製漢語が中国語に借用されるまでの経緯

日清戦争後、康有為や梁啓超のような改良派の中国知識人は明治維新を経た日本を例にして、

中国の政治を根本的に改革 し、民間商工業を興 し、富国強兵を図ろうとした。 ところが、戊戌変

法運動が失敗に終わったため、梁啓超は日本に渡 り、横浜で 『清議報』と 『新民叢報』を発行 し、

「論学 日本文之益」や 「東籍月旦」などの論文で 〈東学〉、すなわち今日でいう日本研究、の必

要性を説いた。明治維新を遂げた日本に対する清朝末中国の関心度の高さは、留学生の数や日本

書物翻訳ブームを通 じてうかが うことができる。清朝政府は1896年 から日本へ官費留学生派遣を

開始 したが、日露戦争直後、1905-06年 頃には私費留学生 も増加 して、在 日中国人留学生の数が

なんと8600余 名に達 したという。ちなみに、当時在米中国人留学生は僅か130名 程度だったとい

われている。

日本が中国の学生にとってもっとも望まれる留学さきである理由については、当時、清朝の高

官の地位にあった張之洞が著 した 『勧学篇』に裏付けられている。

「(i)路近 くして費をはぶき、多 くつかわすべ し。

(11)華 を去ることちか くして、考察 しやす し。

(iii)東文(日 本文)は 中文(中 国文)に ちか くして、通暁 しやす し。

(i・)西学は甚だ繁、およそ西学の切要ならざるものは、東人すでに刪節 して、これを酌改す。

中(中 国)、東(日 本)の 情勢、風俗相ちか く、彷行 しやすし。事半ばにして、功倍する

こと、これにすぐるものなし。」D

日露戦争直後に中国人留学生の数が空前 に達 したのは、他に直接 の原因もあった。ひとつは

1905年 に中国で科挙制度が廃止され、出世の登龍門は新教育にとってかわられ、海外留学が特に

評価されるようになったことである。いまひとつは日本がロシアに勝ったことである。アジアの

一国である日本がヨーロッパの強国ロシアを負かしたことは、中国人をはじめ、西洋列強によっ

て植民地化された他のアジア人にとって、大きな希望 として受けとめられたのである。少なくて

も日本が朝鮮を植民地 とし、中国大陸で本格的な干渉政策をとるまで、日本はこの勝利によって、

まさしく<ア ジアの勇気〉であった。

日本に留学していた中国人学生のなかに、魯迅、陳独秀、郁達夫、周恩来、田漢、郭沫若など

のほかに、のちに母国の文化や政治の変革にかかわった人物も多 くいた。日本に取 り入れられた

西洋近代の制度、文物 を導入 し、中国を近代化 させ るために、「改革派」の知識人や留学生たち

は日本の書籍を大量に翻訳 した。翻訳書は政治、経済、法律、教育、文学、芸術、農業、科学技

術など、幅広い範囲にわたり、それこそ 「マルクスとエ ンゲルスの 『共産主義宣言』から川口章

吾著の 『口琴吹奏法』まで」 という範囲の広さであった。2)

日本書の翻訳ブームは1902-1907年 にピークに達 し、年間平均50冊 が訳出され、約2007冊 が出

た1903年 は最高記録であった。最初に中国人留学生が来 日した1896年 から1937年 までに、単行本

3)

だけで も2600冊が出版されたという。

日本書の翻訳は中国に新知識を伝えただけでな く、漢字の教養深い明治の知識人が欧米のこと
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ばや概念を表わすために生み出した新漢語が中国語に逆輸入され、それらのことばは、いまでは

中国語の一部となっていることである。実藤恵秀氏の研究によると、中国人学者が、現在使われ

ている中国語のなかに、和製漢語 とみとめている語彙は1063語 あり、これらの語彙は現代中国の

論文に使われることばの30%強 を占めている。4)現に、「中国の憲法や社会科学、自然科学の出

版物は日本語から借用された語彙でうずめられている」 という。5)

中国の 「新書」のベ トナムに入った経路 とその影響及び、「新書」のベ トナム語訳

ベ トナ ム語 で い う 「新 書 」(tan・thuタ ン トゥ)と は 、 日清 戦 後 か ら五 ・四運 動(1919年)ま で

の25年 間 に 中国 人 が 書 い た啓 蒙 的 な 著作 を さす もの で あ る が 、 時 に は その 期 間が さ ら に阿 片戦 争

まで さか の ぼ る こ と もあ る。 な お 、 「新 書 」 とは 単 行 本 の み な らず 、新 聞 、雑 誌 な どに掲 載 され

た 記事 や論 文 も含 ん で い る。

1900年 代 初 頭 に お い て、 中国 人 で 日本 語 に 通 じ、 習 得 した 近 代 の知 識 を い ち ば ん精 力 的 に、 か

つ 幅 広 く中 国 に紹 介 、伝 達 したの は、 な ん とい って も梁 啓 超 で あ った ろ う。 当時 のベ トナ ム にお

いて も、種 々 の 「新 書 」 が 輸 入 され た と はい え、 や は り梁 啓 超 の 著作 が い ち ば ん多 く紹 介 され 、

影 響 が 大 きか った よ うで あ る。 中国 や 日本 か ら輸 入 され た 「新 書 」 は 、 ベ トナ ム の憂 国 の 知 識 人

た ちの 海 外 知識 や情 報 を得 る主 要 な源 泉 で あ り、 彼 ら を 「大 い に啓 発 させ 、啓 蒙運 動 とい った 方

向へ むか わ せ た 」。6)

この 厂新 書 」 は い か な るル ー トで ベ トナ ム に 入 って きた の だ ろ うか。 「新 書 」 はベ トナ ムの 大

きい町 の 中 国 商 社 で 販 売 され て い た よ うで あ る。 明治 日本 に倣 って ベ トナ ム の 近代 化 を 図 ろ う と

す る1910年 代 の ズ イ タ ン(維 新)運 動 の何 人 か の参 加 者 に イ ン タ ビ ュ ー を した 、現 在 ダナ ン市 に

住 み、 東 遊 運 動 の研 究 家 で あ る グ ェ ン ・バ ン ・ス ァ ン(Nguyen-Van-Xuan)氏 に よれ ば、 「そ の

ころ 、 これ らの 書 籍 は大 きな 貨物 船 に他 の荷 物 とい っ し ょに載 せ られ 、 書 籍 商 人 は港 か ら小 舟 で

ホ ェ(順 化)市 の フ ーバ ン ラ ゥ(富 文 楼)の 河 岸 の よ うな とこ ろ まで 運 ん だ … … 。都 で あ る ホ ェ

市 に い た 中 国 人 に とっ て は か な りい い 商 売 だ っ た よ うだ 。(少 し南 の)ホ イ ア ン(会 安)市 を ふ

くむ他 の 町 で は こ の商 売 はそ れ ほ ど発展 して い な か った」。7)

1907年 の ハ ノイ(河 内)に 発足 され た ドンキ ン ・ギ ァ トゥク(東 京 義 塾)運 動 に参 加 した ダ ン ・

グ ェ ン ・カ ン(Dang-Nguyen-Can)氏 の息 子 で あ る ダ ン ・タ イ ・マ イ氏(Dang-Thai-Mai、 生

前 はハ ノ イ大 学 文 学 部 教 授)の 回 想 記 に も、 「新 書 」 は ベ トナ ム で 広 く普 及 した が 、 ベ トナ ム に

お け る 「新 書 」の輸 入 経 路 につ いて は、ベ トナ ム 現 地 の 中 国 人 の役 割 を強 調 して い る。「ハ イ フ ォ

ン、 ハ ノ イ、 サ イゴ ン、 ホ ェ市 の 中国 人 商 店 の 仲 介 で 日本 で 出 版 され た梁 啓 超 氏 らの 「新 書 」 を

か な り手 に入 れ る こ とが で きた。ベ トナ ム の 知 識 人 た ちは そ れ に よっ て、ア メ リカ 、ヨー ロ ッパ 、

日本 な ど、 列 強 の 政 治 、 文 化 の 状 況 を知 る機 会 を得 た とい え る」。8)こ の 回想 記 は さ らに 、 「フ ラ

ンス革 命 、 ドイ ツや イ タ リ アの統 一 、 日本 の 明 治 維 新 な どの 歴 史 に触 れ た書 は 当時 の進 歩 的 な イ

ンテ リの 愛 読 書 だ った … … 。西 洋 思 想 、 と りわ け18世 紀 の フ ラ ンス 哲 学 は 、 そ れ まで 儒 教 が 〈天

経 地 義 〉 と信 じて い た 人 々 の視 野 を大 き く広 げ た。 み ん な 、 中 国 語 の訳 本 を通 じて、 モ ンテ ス

キ ュ ー、 ボ ルテ ー ル、 ル ソ ーの 著作 に感 動 して い た。」 と記 して い る。9)

「新 書 」 が20世 紀 初 頭 の ベ トナ ム知 識 層 に及 ぼ した 多大 な影 響 を、 当 時 の代 表 的 イ ンテ リで あ

る フ ァ ン ・ボ イ ・チ ャ ウ(Phan-Boi-Chau潘 佩 珠 、1867、940)と フ ァ ン ・チ ャ ウ ・チ ン
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(Phan-Chau・Trinh潘 周 棹 、1872-1926)を 通 じて み て み た い。

潘 佩 珠 の 自伝 で あ る 『潘 佩 珠 年 表 』 の な か で 、 彼 自 身、1897年 頃 、 ホ ェ市 の 友 人 か ら 「梁啓 超

著 の 『中 東 戦 記』、 『普 法 戦 記』、徐 継 余 著 の 『瀛 環 誌 略』 を借 り、 これ を読 んで 、列 強 競 争 の現

状 や 国亡 種 滅 につ い て 知 る よ うに な っ た」10)と 回想 して い る 。

潘 周棹 は、31歳 で(1903年)ホ ェ市 で 行 な う会 試(科 挙 試 験 の 第 二 次)に 補 欠 で 合 格 し、 ホ ェ

市 の 阮 朝(1800-1945年)の 官 吏 に任 じ られ た。 潘 周 棹 は ま もな く官 職 を離 れ た が 、 彼 が 最 初 に

「新 書 」 に 出会 っ たの もそ の 頃 だ っ た。 潘 周 棹 の親 友 で 、1945年 まで 活 発 な言 論 活 動 を して い た

フ ィ ン ・トゥ ク ・カ ン(Huynh-Thuc-Khang黄 叔 抗 、1876-1947)氏 が書 い た潘 周 棹 伝 記 に、「あ

の 頃、 「新 書 」 は わ が 国 に氾 濫 して い た。 そ の な か で 、影 響 が い ち ば ん 強 か った の は康 有 為 や 梁

啓 超 の著 作 だ った 。民 権 や 自由 に つ い て議 論 し、事 実 上 、西 洋 思 想 の 神 髄 に迫 った もの で あ った 。

潘 周 棹 は タ ン ・チ ョン ・ホ ェ(Than-Trong-Hue)や ダオ ・グ ェ ン ・フ ォ(Dao-Nguyen-Pho)(二

人 と もホ ェ市 の著 名 な学 者)か ら これ らの 著作 を よ く借 りて 読 ん で い た 。 こ う した書 物 に魅 せ ら

れ て 、彼 は寝 食 を忘 れ て い た。この 時期 に 、彼 の思 想 は 完 全 に 変化 し、生 き返 って きた 。」11)と語 っ

て い る。

潘 佩 珠 や潘 周 棹 は、 の ち政 治 活 動 をす るた め に 海 外 に 出 たが 、 海 外 で も 「外 国 語 」 と して は 漢

文 しか堪 能 で ない 二 人 は、 相変 わ らず 「新 書 」 を愛 読 し、引 き続 きそ の 影 響 を受 けて い た 。潘 佩

珠 は 自伝 の な かで 、1905年 に来 日 したが 、 あ ま りに東 遊 運 動 の活 動 に捉 わ れ て 、 日本 語 を習得 す

るゆ と りが なか っ た と回 想 して い る。 それ 故 、潘 が も って い る 日本 や 西 洋 に関 す る知 識 の 大 部 分

は、 梁啓 超 等 が 日本 で 発 行 した 『清 議 報 』 や 『新 民 叢 報 』 か ら吸 収 され た とい え よ う。 例 えば 、

イ タ リア の 愛 国 的 革 命 家 マ ッツ ィニ ー(GiuseppeMazzini、1805-72年)の 名 は潘 の 著 作 の な

か に頻 繁 に ふ れ られ て い るが 、彼 が マ ッッ ィニ ー の生 涯 につ い て知 る よ うに な っ たの は、 梁 啓 超

の 著 作 を通 して で あ っ た。

潘 佩 珠 は 自伝 に こ の よ う に記 して い る。 す な わ ち 、 「私 が 梁任 公(梁 啓 超)を 訪 ね た と き、 公

は 『意 大 利建 国三 傑 伝 』 を執 筆 して い た お り、原 稿 をみ せ て くれ た。 私 はマ ッッ ィニ ー を慕 う よ

うに な った 。 この伝 記 の なか の 〈教 育 と暴動 は平 行 に行 なわ れ るべ し〉 とい う こ とば に特 に心 酔

12)

させられた。」

やや余談だが、梁啓超の 『意太利建国三傑伝』は、明治時代の中期からずっとオピニオン・リー

ダーの一人として健筆を振るっていた徳富蘇峰の著作からヒントを得て書かれたと思われる。梁

は明治時代の思想界、言論界、文学界の様々な人か ら影響を受けたといわれているが、蘇峰 もそ

のなかの一人であった。

潘周棹の場合は、『清議報』に連載 された梁啓超による漢訳の 『佳人之奇遇』 を読んで、つ よ

く感銘を受けた。周知のように、『佳人之奇遇』は東海散士(本 名柴四郎)に よって1885-97年

に書かれた。1885年 当時、東アジア諸国は植民地化の危機にさらされた重大な曲角にあった。日

本の運命を世界の大勢のなかでとらえるこの政治小説は、日本人読者のみならず、梁啓超や潘周

棹のような、他のアジア人にもたいへんな関心をもって読まれたのは容易にわかることである。

そこで、潘周棹はベ トナム人読者にも自由と独立の精神を植えつけたいと考え、彼がフランスに

滞在 していた問(1911-25年)、 かなりの時間やエネルギーを費やして、ローマ字のクォク ・グゥ

で詩訳を試みた。潘周棹の 『佳人之奇遇』の重訳は、梁啓超の訳本と同様、未完ではあるが、
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7800行 に も及 び 、 ベ トナ ム の い ち ば ん 代 表 的 な文 学 作 品 の長 篇 韻 文 詩 物 語 『金 雲 翹 』(Kim-Van-

Kieu)の 二倍 以 上 の長 さが あ る。潘 周 棹 の訳 稿 は1926年 に 『Giai・nhanky-ngo』 の題 で 出版 され

た 頃 、多 くの人 に潘 周 棹 の原 作 だ と思 わ れ 、 一 時 は 『金 雲 翹』 に代 わ って 、 ベ トナ ム 文学 の代 表

作 にす べ きだ とい う声 もあ が った ほ どだ っ た。1910年 代 ヨー ロ ッパ で 活 動 して い た グ ェ ン ・ア

イ ・コ ク(Nguyen-Ai-Quoc阮 愛 国 、 の ち ホ ー ・チ ・ミ ン)も 、 こ の ク ォ ク ・グ ゥ訳 の 『佳 人之

奇 遇 』 を愛 読 した よ うで あ る 。13)第二 次 世 界 大 戦 直 後 、 ベ トナ ム民 主 共 和 国 が独 立 した と き、

ホ ー ・チ ・ミ ンは 、 ア メ リカ合 衆 国 の 『独 立 宣 言 』 を引 用 してベ トナ ム の独 立 を宣 言 し、 また 、

そ の 後 、 「独 立 と 自由 ほ ど尊 い もの は ない 」 を合 い こ と ば と して しば しば用 い た こ とは 、 よ く知

ら れ て い る 。 しか し、 「独 立 」 と 「自 由」 が 明 治 期 に造 られ た 和 製 漢 語 で あ り、 「独 立 」 はdoc-

lapと して 、 「自 由」 はtu-doと して 、ベ トナ ム 語 に な っ た経 緯 につ い て は 、20世 紀 初 頭 にお け る

日本 一 中 国 一 ベ トナ ム 間 の 知 識 や こ とば の交 流 の歴 史 を知 らな けれ ば 、気 づ か な い こ とで あ る。

「新 書 」 は、20世 紀 初 頭 に 活動 して い た潘 佩 珠 、潘 周棹 や 同年 代 の イ ンテ リに とって だ けで は

な く、1920年 代 に青 春 期 を迎 え る、ベ トナ ム で の 漢 字 教育 を習得 した最 後 の年 代 、す な わ ち ダ オ ・

ズ イ ・ア ィ ン(Dao-Duy-Anh、1904-88年)、 ダ ン ・タイ ・マ イ(Dang-Thai-Mai、1902-84年)、

チ ャン ・フ ィ ・リェ ウ(Tran-Huy-Lieu、1901-69年)な ど に も深 い影 響 を及 ぼ した。 この 三 人

は 、第 二 次 世 界 大 戦 後 、 ベ トナ ム の 思 想 界 や 文 芸 界 で 活 躍 し、 ここ10年 、彼 らの 回想 記 が 出 版 さ

れ て い る。

例 え ば 、 ダオ ・ズ イ ・ア ィ ン氏 は、 自伝 で あ る 『Nhonghichieuhom』(た そが れの 回 想 録)

の な か に ダナ ン市 に滞 在 した 頃 、 「あ る 人 が もっ て い た潘 周 棹 が 翻 訳 した 『佳 人 之 奇 遇 』 の 原 稿

を通 じて 、 エ ジ プ トの革 命 の 歴 史 … … につ い て は じめ て 知 る よ うに な った 」。 ダ ナ ンよ りず っ と

南 に 下 っ た 、 フ ァ ン ・テ ィエ ト市 で彼 は さ ら に 多 くの 「新 書 」 に出 会 っ た。 厂この 地 方 の維 新 会

の 元 メ ンバ ーか ら中 国 の 「新 書 」 ば か りの 一 箱 を寄 贈 さ れ た。 『清 議 報 』 や 『新 民 叢 報 』 の一 揃

い ず つ の 他 に、 康 有 為 、 梁 啓 超 、 厳 復 、 中 国 語 訳 の モ ン テ ス キ ュー の 『万 法 精 理』、 日本 語 か ら

翻 訳 され た 地 理学 、歴 史学 、科 学 の 書 籍 が た く さん あ っ た」14)と追 憶 して い る。

ダ ン ・タ イ ・マ イ氏 の場 合 につ い て も、彼 の 研 究 者 は、 「ダ ン ・タ イ ・マ イ氏 に とっ て 、 自家

蔵 書 の な か で 、 も っ と も魅 力 的で 、新 鮮 な の は 中 国 の 「新 書 」で あ っ た。… … そ の 頃(1910年 代)、

彼 は飲氷 室 主 人(梁 啓 超)の 著 作 に どん な に夢 中 に な って い た か」、15)と。

ミリ タ ン トな マ ル ク ス主 義 的歴 史学 者 と知 られ て い る チ ャ ン ・フ ィ ・リェ ウ氏 の 思 想 形 成期 に

お け る 「新 書 」 の 感 化 もや は り強 か っ た。1950年 に書 か れ た論 文 「梁 啓 超 と私 の思 想 形 成 」 の な

かで 、チ ャ ン氏 は率 直 に語 っ て い る 。 「思 想 形 成 の 過 程 に お い て 、私 は た い へ ん 早 い 時 期 に梁 啓

超 に 出会 い 、 そ して 、 きわ め て 長 い 期 間 に わ た って 、 梁 の 影響 を受 け た 。事 実 、20世 紀 初 頭 か ら

第一 次 世 界 大 戦 まで 、 ベ トナ ムの 進 歩 的 な イ ンテ リの な か で 、誰 ひ と りと して梁 啓 超 の 影 響 を受

け て い な い 者 が い た だ ろ うか 」。 こ こ で 注 目 に値 す る こ と は、 氏 が1927年 にサ イ ゴ ンで 創 立 した

「Chuong-hocThu-xa」(勉 学 書 社)は 梁 啓 超 の勉 学 会 を模 倣 し、書 社 が 出版 した書 物 は 、「大概 、

飲 氷 室 主 人 の著 作 か ら ヒ ン トを得 た もの だ った 」 とい う。 驚 くこ とは 、 こ の チ ャ ン氏 も語 って い

る よ うに、 梁 啓 超 の著 作 が 世 に 出て か らす で に、 約30年 の 歳 月 が 経 って い る に もか か わ らず 、 勉

学書 社 が 発 行 した書 物 は1920年 代 後 半 の ベ トナ ム 人読 者 層 に熱 狂 的 に 歓 迎 され た こ とで あ る。16>
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和製漢語のベ トナム語化

これ まで み て きた よ うに、 和 製 漢 語 の ベ トナ ム 語へ の 転 用 過 程 は 二 つ の段 階 か らな っ て い る 。

す な わ ち、明 治 期 の 日本書 か ら中 国 語 の 「新 書」 へ 、 そ して 、 「新 書 」 か らベ トナ ム語 の ク ォ ク ・

グ ゥへ 、 で あ る。 中 国語 に借 用 され た 和 製 漢 語 が ベ トナ ム 語 と して 浸 透 す る には 、 まず 漢 語 か ら

ク ォク ・グ ゥ に書 き直 され な けれ ば な らない 。 この作 業 に携 わ った 人 々 は、 当 然 な が ら、 漢 語 に

もク ォク ・グ ゥ に も精 通 してい な け れ ば な らなか った 。 時 間 に して 、 和 製 漢 語 の ク ォ ク ・グ ゥへ

の転 用 過 程 は 約40年 間 か か って い る。 東 遊 運 動 が は じ ま った1905年 か ら 、 『Tiengdan』(民 声)、

『Tri-tan』(知 新)、 『Thanh-nghi』(清 議 、 お そ ら くこ れ も梁 啓 超 の 『清 議 報 』 に ち な ん で 名 づ

け られ た だ ろ う)な どの有 力 雑 誌 が 廃 刊 した1945年 頃 まで 続 い た。

ベ トナ ムで ク ォ ク ・グ ゥで表 わ され た和 製 漢 語 や 新 知 識 を は じめ て広 く普 及 させ た の は 、ハ ノ

イ に 開 か れ たDong-kinhNghia-thuc(東 京 義 塾)で あ っ た。 東 京 義 塾 の 「義 塾 」 とい うの は福

沢諭 吉 が創 っ た慶 応 義 塾 に由 来 し、「東 京 」は 、日本 の 東 京 で あ る と同 時 に、ハ ノイ の旧 名 で もあ っ

た 。 学校 の活 動 期 間 は ご く短 か った が(1907年3,月 か ら12月 まで)、 この 学 校 が 発 行 した 教 科 書 、

小雑 誌 、潘 佩 珠 や潘 周 棹 な どの 著作 の 普 及 が新 語 彙 や 近代 文 明 の知 識 を民衆 の 間 に広 め た。20世

紀 初 頭 の ベ トナ ム語 の変 化 につ い て研 究 して い るマ イ ・ゴ ク ・リ ェ ウ(Mai-Ngoc-Lieu)氏 は 、

「東 京 義 塾 運動 が ベ トナ ム語 に及 ぼ した 影響 とい うの は、 梁 啓 超 や康 有 為 の 改革 派が 著 述 した新

書 か ら、 政 治 、社 会 、 文化 、 思想 な どの新 漢越 の語 彙 を導 入 した こ とで あ る」17)と述 べ て い る。

しか し、 こ のマ イ氏 で さえ 、普 通 の ベ トナ ム 人 と同 様 、 「新 漢 越 の 語 彙 」 な る ものの 一 部 は 、和

製 漢 語 で あ った こ とに気 が 付 か なか っ た よ うで あ る。

現 代 ベ トナ ム語 に 、 中国 語 の 「新 書 」 を 中継 して 導 入 され た和 製 漢 語 の 一 部 を、 人文 科学 、社

会 科 学 、 及 び 科学 技 術 の各 分 野 別 に例 を挙 げ る と別 表 の よ う に な る。

ベ トナ ム 語 に吸収 され た和 製 漢 語 の殆 ど は 日本 語 に お け る もとの 意 味 で 使 わ れ て い るが 、 数 多

くは ない にせ よ、例 外 もあ る。 例 え ば 、 日本 語 の 「弁 護 士 」 は 、 中国 語 で 「律 師 」 とい い 、 ベ ト

ナ ム語 も中 国 に倣 い 、 厂1uat-su」で あ る。

最 近 、 日本 の漫 画 『ドラ え もん』 や テ レ ビの 『お しん』 な どが ベ トナ ムで 人気 を博 して い るが 、

これ ら娯 楽 もの の 伝播 も直接 日本 か らで は な く、 や は り中 国 を経 由 してベ トナ ム に入 って きて い

る の であ る。

漢字文化圏 と現在のベ トナム

近代の思想やことばが、20世紀初頭においてどのような背景で日本から中国の 厂新書」を経て

ベ トナムに伝播されたかについて再構築してみた。結びにかえて、いわゆる漢字文化圏の国々と

現在のベ トナムについて、私見を述べたい。

1960年前後、欧米では、漢字、または儒教文化は 「近代化」をはばむものとして解釈される傾

向があった。ベ トナムでも、東京義塾運動が盛んな1900年 代の後半から、漢字廃論が訴 えられた。

例えば、当時の啓蒙的雑誌である 『Dong-coTung-bao』 のなかに、次のような意見がある。「漢

字は習得するのに余 りにも多 くの時問やエネルギーが必要なので、文明への障壁である。漢字を

学んだ者は日常のことを一切忘れて、現実からかけはなれた遠いむか しのことに夢中になるばか
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りである。」is)潘周棹 も、「不廃漢字、不足以救南国」(漢字を廃止せねば、ベ トナムを救 うこと

ができない)と 似かよった意見を説いた。これらの主張はいかなる歴史的背景のなかで理解 した

らいいのだろうか。

ベ トナムでは、中国式の科挙制度が八百余年 も行なわれていた。官吏登用試験 としての科挙を

受けるためには、古い中国の経典、詩文などを暗記 しなければならなかった。そのために、受験

生が知らぬ間に懐古的思考 をもつようになって、現実への対応に鋭敏でなくなりがちであった。

ベ トナムでの漢字習得の目的は、たいてい科挙試験の合格 をめざすためのものだった。つまり、

上に引用された漢字廃止論の主張は、つまるところ漢字の使用そのものを反対 したのではなく、

科挙制度を批判 したと解すべきなのである。科挙制度が長らく漢字 を習得させる理由になってい

たので、1919年 に科挙が廃止された後、漢字や漢文が次々に学校の一般カリキュラムからはずさ

れたのである。

1970年 代以後、日本のみならず、韓国、台湾、香港、シンガポールなどの驚異的な経済発展に

よって、世界経済の重点が東アジアー太平洋地域に移っている。これらの国が もっている主なる

文化的共通性はいうまでもなく、儒教文化 と漢字文化である。漢字文化に関しては、概念表示に

強い漢字、漢語の利点が評価されるようになった。

漢字使用の歴史をもつ東アジア諸国のなかで、冒頭で述べたように、ベ トナムだけがローマ字

化をとりいれ、共通の伝統からの離脱を試みた。現在ベ トナムで採用 しているローマ字で表わし

たアルファベ ットのクォク・グゥは、便利な表記法だが、ベ トナム語のなかの漢語(「漢越の語彙」

ともいう)は 、日本語や韓国語のなかの漢字 ・漢語の役割 と同様、たいへん重要な役 目を果たし

ている。表現を厳密に、あるいは専門的に、あるいは抽象的にしたければ漢越の語彙を頻繁に使

わなければならないのである。20世紀初頭には、漢語に堪能なベ トナム人が多 くいたため、中国

の 「新書」に吸収された、知らずにだが、和製漢語などの新語 も紹介 し、ベ トナム語をより豊か

にした。

ベ トナムにおける初期の西洋思想の受容は、直接、西洋諸国からではなく、むしろ西洋から日

本へ、日本から中国へ、そして中国か らベ トナムへ、という遠回りであった。その意味で、次の

グェン ・バン ・スアン氏による生き生 きした観察はまとを得ているであろう(和 製漢語には気が

つかなかったようだが)。「西洋文化はサイゴンやマルセーユか らの直輸入はできない。いったん

上海に入って、中国の文人によって読まれ、吟味され、そして、漢語に書 き直されてから、帆船

の他の中国の貨物 と一緒にベ トナムに輸入されなければならなかったのである」。19)

現在、東アジア諸国は飛躍的経済成長をなしとげているが、ベ トナムでは、長年の時代錯誤的

政策によって国民生活が窮地に追いつめ られていた。1986年 からはじまった ドイモイ(刷 新)の

開放政策で活力が徐々に取 り戻されているものの、没イデオロギー後のベ トナムは今後の歩むべ

き道を模索 しているようである。そのためなのか、近年、ベ トナムでは、1975年 後姿を消してい

た儒教(Nho-giao)関 係の書物がハ ノイやホー ・チ ・ミン市の本屋の棚に目立つようになって

いる。

かつてベ トナムも長 く漢字文化圏の一員であったと考えれば、最近のベ トナムで東アジア文化

のブームが よみがえってきたことは自然であろう。20世 紀初頭に、近代のことばや思想の伝播を

通じてベ トナムは日本や中国と忘れ ざる文化交流をもっていたと同 じように、現在のベ トナムも、
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他の東アジア諸国か ら学ばなければならない体験がた くさんあるはずである。その出発の第一歩

として、ベ トナムは自己の過去の文化遺産を否定せずに、直視すべきだと思う。例えば、ベ トナ

ムの小学校、中学校、高等学校に教養としての漢字教育を週一、二時間カリキュラムに加え、現

在のベ トナムと東アジアの共通する伝統文化との断絶をうめてい く。それによって、ベ トナム人

は自分たちの文化や歴史の遺産(欠 陥をも含めて)を より身近に認知で き、東アジア諸隣国とよ

り積極的、より意味のある交流が もてるであろう。
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ト ナ ム 語 に 借 用 さ れ た 和 製 漢 語q例

(1)人 文科学 ・社会科学の語彙

ノ
'「レ

哲学

文学

芸術

教育

理性

象徴

客観

主観

弁証法

概念

代表

代理

談判

独占

独裁

断行

動員

封建

方式

悲観

客観

演説

xahδi g

Aki
nhte

ノ
chinhtri

、

tu'do

　 ノ
hanhchinh

λ ス^!

qUoCtecongPhap

ノ へ

xinghiep
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quy6n16i 、

ノ

cach皿ang
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AツA
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つ 　

quangtru'6ng

A・v八

ngaunhien

ラ ノ

phananh

み
nghiepvu

ノ

batd6ngsヨn

dδ繭

ス く
tatyeu

久 ノ

hienphap

社会

経済

政治

自由

行政

国際公法

企業

資本

権利

革命

場合

伝播

分配

表現

広場

偶然

反映

業務

不動産

引渡

必然

憲法
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(2)科 学技術の語彙

'

.ノ

科 学klentruc

ノ
技 術C6gi6i

ノ
物 理 学caoap

ツA～
化 学giaiphau

医学 ♂nお

電 話 皿i㌶t。i

ク、観 察
quangtuyen

現 象c。'tha7

放 射vGco'

メ
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建築

機械

高圧

解剖

温度

免除

光線

固体

無機

有機

反応

生物学

作用

原理

技師

量子

生理

試験

成分

病状

調製

微分

積分

病理学

効率

電力

直流

交流


